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は じ め に 

令和 6 年 1 月 1 日に発生した能登半島地震で犠牲になられた方々

に、心から哀悼の意を表するとともに、被災された皆様に心からお見

舞いを申し上げます。当町といたしましても、国や東京都、東京都町

村会と連携して可能な限りの支援を行ってまいります。 

それでは、令和 6 年第 1 回日の出町議会定例会の開催にあたり、

令和 6 年度の日の出町政に対する施政方針について申し述べ、町議

会の議員各位、並びに町民の皆様の、ご理解、ご協力をお願い申し上

げたいと存じます。 

（町長所信） 

私が、町民の皆様に信任をいただき日の出町長に就任して以来、早

いもので約 3 年が経過し、令和 6 年度は 1 期 4 年の最後の年となり

ます。就任後は、新型コロナウイルス感染症との戦いの日々が続いて

おりましたが、昨年 5 月 8 日に感染症法上 5 類感染症に変更となっ

て以降、日本全体が新たな日常の形を取り入れながら本格的に動き

だしたと感じております。 

町においても、3大まつりである桜まつり、夏まつり、産業まつり

が開催方法・実施場所など工夫を凝らしたうえで再開し、以前より多
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くの皆様が参加して交流の場が広がったことをはじめ、その他の各

行事や事業も順調に進めているところです。 

一方、ロシアによるウクライナ侵略を背景とした国際的な原材料

価格の上昇に加え、円安の影響などによる、エネルギー・食料品等の

価格上昇は国民の日常生活に大きな影響を及ぼしており、日本経済

を取り巻く厳しい環境が継続しています。こうした中、国の補正予算

編成や予備費の使用などによる財政措置に基づき、町においても、物

価高騰の影響を受けた生活者や事業者が置かれている厳しい現状を

踏まえ、地域の実情に合わせた必要な支援を実施しておりますが、予

断を許さない状況が続いています。 

このウクライナ侵略による戦禍は甚大であり、一日も早い平和な

日々の訪れを切に願って止みません。 

 

また、本年は、町制施行 50周年の節目の年を迎えます。 

記念事業の実施等については、従前の例により令和 7 年度に「合

併 70 周年」と併せて行う予定としておりますが、6 年度実施の事業

については町制施行50周年の冠を掲げ実施する考えでおりますので、

ご理解いただきたいと存じます。 
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日の出町の行政について 

第五次長期総合計画後期基本計画の中間年にあたる令和6年度は、

「６つの施策の柱＋１」をまちづくりの中心施策として、「人にやさ

しく住みよいまちづくり」の実現に向け、歩みを進めてまいります。 

そのためにも、効率的で安定した行財政運営を確立するとともに、

時代に即した実効性が高く持続可能な行政サービスの提供を図って

いくため、「行政改革（その５）」を確実に推進してまいります。 

また、新たに「日の出町経営方針」を定め、重点事項を示したほか、

各分野における諸施策の展開や諸課題解消への取り組みにあたって

は、スローガンである「選択と集中」を念頭に置き、「今、求められ

ていること 今、取り組むべきこと」を常に考えながら一歩ずつ着実

に進めていくこととしています。 

 

６つの施策の柱＋
プラス

１
ワ ン

の展開 

１ ひのでＡ(安全)・Ａ(安心)大作戦 

始めに、第１の柱、町民の生命と財産を守るための、ひのでＡ(安

全)・Ａ(安心)大作戦について申し上げます。 

町では、令和 4 年に東京都が公表した地震等による新たな被害想

定を基に、「東京都地域防災計画 震災編」が 5年に改訂されたこと
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に伴い、被害規模の見直しなど日の出町地域防災計画の修正を行っ

ています。今後も引き続き、新たな被害想定を基に様々な対策を講じ

るとともに、防災対策の強化に取り組んでまいります。 

林道については、令和元年東日本台風、いわゆる台風 19号による

災害復旧工事を、年次計画に基づき引き続き進めてまいります。 

また、町内でも尊い人命にかかわる交通事故や、お年寄りを狙った

オレオレ詐欺などの特殊詐欺被害が発生しており、警察と連携した

交通安全対策・防犯対策の啓発や取組強化は、継続していくことこそ

が大事であると考えています。 

暮らしの安全・安心を守る対策については、ハード・ソフト両面か

らの施策が必要であり、また、防災や福祉施策等における自治会組織

やご近所の果たす役割は、ますます重要となり、あらためて評価され

ているところです。 

(消防・防災) 

消防団については、小型ポンプ積載車や小型動力ポンプについて

更新計画に基づく更新を行うほか、ジェットシューターなどの資機

材を更新し装備の充実を図ってまいります。また、女性消防隊広報車

についても更新いたします。引き続き、団長をはじめ、団員及び女性
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消防隊員への様々な支援を行い、火災時や災害時の活動に万全を期

し、町民の安全・安心の充実を目指します。 

 また、災害時の防災拠点となる庁舎の非常用発電機等の改修工事

を実施します。 

 (防犯・交通安全の充実) 

各学校、幼稚園や保育施設を対象とした交通安全教室については、

五日市警察署や交通安全協会にご協力を頂き、交通ルールの普及啓

発を進め、交通安全意識の向上を図ります。あわせて、子どもたちが

犯罪に巻き込まれないよう、指導を行ってまいります。 

特殊詐欺から高齢者を守るため、電話機の自動通話録音機の貸与

を継続するとともに、年金支給日には、防犯協会のご協力を得て、町

内 ATM 等において、特殊詐欺被害防止の啓発を引き続き行ってまい

ります。 

(土地の有効利用) 

上位計画である東京都都市計画区域マスタープランの方針に基づ

き、令和 5 年度から 6 年度までの 2 か年をかけ、日の出町都市計画

マスタープランの改定作業に取り組んでおり、土地利用等の方針を

定めてまいります。 
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 (都市・住宅基盤の整備) 

近年、適切な管理が行われていない空き家が増加し、周辺住民等の

生活環境に悪影響を及ぼしているものもあり、早急な対策が求めら

れています。 

空き家問題は、所有者の高齢化に伴う居住環境の変化や所有者自

身がその管理や活用について問題を抱えていることなどが発生の大

きな要因と考えられており、町では、4年度に関係機関との協定締結、

5年度には「日の出町空家等対策計画」の策定に取り組みました。 

6年度はさらに、空き家等対策計画の推進及び対策を協議するため

の協議会を設置いたします。また、空き家の増加はその地域の魅力を

低下させてしまう原因ともなることから、移住・定住対策の一つとし

て「空き家バンク」を設置し、移住・定住する方にリフォーム代等の

経費の一部を助成する補助金を新設しました。 

 (道路・公共交通の充実) 

継続事業として、補助道第 6 号線外
ほか

の第三工区、補助道第 5 号線

第二工区、補助道第 15号線第二工区の舗装打換工事のほか、新規事

業として三吉野工業団地 16号線の舗装打換工事を行い、歩行者や車

両の安全を図ってまいります。 
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橋梁維持補修工事として、向
むかい

殿
どの

橋
ばし

補修工事を行います。 

地域公共交通については、コミュニティバス「ぐるりーんひのでち

ゃん」を運行し、町民や利用者の利便性を確保していくほか、引き続

き、生活環境の向上のため、地域公共交通のあり方について、既存事

業の検証を行ってまいります。 

 

２ 子育て支援の充実とお年寄りにやさしいまちづくり 

次に、第２の柱、子育て支援の充実とお年寄りにやさしいまちづ

くりについて申し上げます。 

町は、これまでさまざまな少子化対策と高齢者対策等を積極的に

進めてまいりましたが、令和 5年度から福祉単独施策について真に

町民のための持続可能な福祉制度を構築するため、見直しを行うと

ともに、国や東京都の動向を踏まえ、新しい支援の在り方について

常に検討を重ね、実施してまいります。 

(健康づくりの推進・地域福祉の充実) 

健康づくりの推進については、予防接種事業、特定健診やがん検診

を実施し、子どもから高齢者まで予防に重点を置いた町民の健康づ

くりを推進いたします。 
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また、令和 3 年 2 月から予防接種法上の特例臨時接種として、全

額公費負担で実施してまいりました新型コロナウイルスワクチン接

種は、令和 6 年 3 月末で終了となります。4 月以降の接種について

は、高齢者の重症化予防を目的として、高齢者インフルエンザ予防接

種と同様の定期予防接種となりますが、詳細については、西多摩医師

会、日の出町医師会など関係機関と協議し、今後決定してまいります。 

 (子育て支援の充実) 

令和 6 年 4 月から、こどもと家庭の相談支援の拠点として「日の

出町こども家庭センター」を設置し、総合的な支援に取り組んでまい

ります。こども家庭センターは、全ての妊産婦、子育て世帯、こども

に対し、これまでの母子保健・児童福祉の両機能が一体的に相談支援

を行う機関であり、気軽に立ち寄れる居場所の一つとして定着し、利

用いただけるよう努めてまいります。 

子育て支援の充実といたしましては、保育所等に医療的ケア児の

受入体制の整備に要する経費の一部を補助し、日常生活を送るうえ

で医療的なケアを必要とするお子さんとご家族を支えるための体制

整備を進めてまいります。 
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また、保護者の就労等の有無にかかわらず、保育所等を利用してい

ない未就園児を保育所等で定期的に預かり、体験や経験を通じて子

供の健やかな成長を図るとともに、支援が必要な家庭のサポートを

関係機関との連携により取り組みます。 

 

こどもの居場所づくりの一つとして、民間団体等が行う地域の子

供たちへの食事や交流の場を提供するこども食堂の取組について、

安定的な実施環境を整備し、地域に根差した活動を支援してまいり

ます。 

5年度新たに創設しました、未来わくわく支援金、未来旅立ち支援

金、高校生等医療費助成（マル青）等の福祉単独施策については、継

続的して実施してまいります。 

 

(高齢者支援、障がい者支援、社会保障等の充実) 

高齢者支援については、5年度に策定しました日の出町高齢者保健

福祉計画・第 9 期介護保険事業計画に基づき、住み慣れた地域で元

気に健康で安心して暮らし続けられるよう、各種事業の実施、地域で

支え合いを行う生活支援体制の整備推進、フレイル予防などに引き

続き取り組んでまいります。 
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 また、高齢者にやさしい地域づくりに係る日の出町と国立大学法

人東京大学との連携・協力に基づき、自治会、商店、小中学校、医療

機関など関係機関のご理解・ご協力をいただき進めている「認知症に

やさしいまちづくり」の取組は継続してまいります。 

福祉単独施策では、75 歳以上の町民を対象とする高齢者医療費助

成事業に助成限度額を設定するほか、元気に長生き奨励金の支給対

象年齢の変更など、持続可能な福祉施策の構築を図ってまいります。 

なお、70 歳から 74 歳の町民を対象とする元気健康長生き医療費助

成事業及びがん医療費助成事業については 6 年 3 月診療分を最後に

廃止といたします。 

障がい者支援については、5年度に策定した障害者計画等に基づき、

必要な支援やサービスを充実させ、障がいの有無にかかわらず誰も

が自分らしい豊かな暮らしを実現できるよう取り組んでまいります。 

また、6年度建て替えを予定しているユートピアサンホームについ

ては、在宅で生活している障がいのある方にとって日中を過ごす居

場所であり、活躍の場でもあります。6年度から、運営は障害福祉サ

ービスに特化した事業者に委託することが決定しており、通所者は

もとより、支援する職員等、施設関係者が安全に活動できるよう、
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ハード・ソフトの両面から環境を整備することで、本施設を多様なつ

ながり・交流を育む場として再生いたします。 

 

３ 元気のある活気に満ちた商工観光業・農林業の振興 

次に、第３の柱、元気のある活気に満ちた商工観光業・農林業の

振興について申し上げます。 

商工観光業及び農林業の振興は、町の振興発展を図るためには必

要不可欠なものであり、この活性化を図るため、各事業者はもとよ

り農業委員会、商工会、観光協会、秋川農協、森林組合及び森林所

有者等、関係各機関との協力・連携のもと、各種事業の振興に努め

てまいります。 

(農林業の振興) 

農業については、引き続き「ひのでトマト」のブランド化を町内農

業者と進めるための普及促進補助金を継続するほか、認定新規就農

者に対し新規就農者育成総合対策費補助金を新設し、支援すること

といたします。 

林業については、林業経営を支援し林業振興を図るため東京都の

補助金を活用し林道改良工事を行っていくほか、令和元年台風 19号

による災害復旧工事を計画に基づき実施してまいります。 



12 
 

(商工業、観光の振興) 

「商工観光振興による賑わいと活気のあるまちの創造」を目指し

策定した日の出町商工観光振興計画（日の出さんサンプロジェクト）

を行政と商工会、観光協会、事業者が一丸となって着実に推進してい

くため、商工観光計画推進委員会を組織し、情報共有、連携強化を図

ってまいります。 

地域活性化支援の方策として、住環境整備事業補助金及び新たな

雇用の創出のための創業等支援補助金を継続し、産業の振興・発展や

定住促進に努めてまいります。 

また、これまでの町内商店にぎわい補助金をリニューアルし、商工

会の独自事業の展開を支援する商工会活性化事業補助金を新設しま

した。事業を通して人の交流拡大が図れ、産業振興や新たなムーブメ

ントが生まれることを期待しています。 

産業まつりにつきましては、5 年度は開催場所や内容に工夫を

凝らし大盛況となりました。6年度も、多くの町民や出店者、関係機

関のご理解・ご協力をいただきながら、実行委員会メンバーと一緒に

開催に向け準備を進めてまいります。 

 



13 
 

このほか、観光まちづくり事業の継続をはじめ、町の観光にとって

象徴的かつ重要な施設である温泉センターの外壁改修工事を行うな

ど、各施設に必要な修繕等を行い、維持管理を行ってまいります。 

(情報化の推進) 

町では行政全体として、令和 3年度から庁内ＤＸに取り組み、5

年 2月に日の出町ＤＸ推進方針を策定いたしました。6年度は、地

図情報をインターネット上に公開し、利用者の利便性向上を図って

まいります。 

また、4月から町の情報発信の中心であるホームページを刷新し

公開いたしますので、是非ご覧ください。今後も、日の出町の規模

にふさわしい「人にやさしく、あたたかいデジタル化」の推進に取

り組んでまいります。 

 

４ 豊かで創造性に富んだ児童・生徒を育成するための教育の充

実による人づくり 

次に、第４の柱、豊かで創造性に富んだ児童・生徒を育成するた

めの教育の充実による人づくりについて申し上げます。 

近年、学校教育を取り巻く環境が大きく変化してきており、「公
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立学校での学び」について考える時が来ていると言えます。 

学校は、一人一人の多様な幸せであり、社会全体の幸せである

「Well-being（ウェルビーイング）」の実現の場として、子どもた

ちが自分のしあわせと、他者や社会のみんなのしあわせの実現をつ

なぐところであり、学校のこれからは、地域社会の未来を考えるこ

とにもつながります。日の出町には地域コミュニティや大切に守ら

れてきた自然・文化等、豊かなまちの魅力があります。学校づくり

とまちの魅力づくりが重なっていけるよう取組を続けてまいります。 

町民の多様化するニーズに応える生涯学習の展開、地域で誇れる

文化・芸術風土の継承支援、日常的にスポーツ活動や健康づくりの

取組支援・充実を図ってまいります。 

今後も、総合教育会議や教育委員会、学校、地域、スポーツ協

会、文化団体連盟など関係機関との連携のもと、「共に学び、支え

あい、みんなで創る日の出町の教育」の実現を目指してまいります。 

（学校教育の充実） 

昨年 2 月、教育委員会で策定した「日の出町教育ビジョン 2023」

を「日の出町教育大綱」に位置付け、「共に学び 支え合い、みんな

で創る日の出町の教育」を基本理念として、「家庭・地域・学校のつ
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ながりを重視した取組の推進」を取組の方向性として、町民の誰もが

教育の当事者として、連携協働の学校づくりを推進してきました。 

この経緯を踏まえ、令和 6年度 日の出町の経営方針の「教育環境

の充実」として「地域学校協働活動とコミュニティ・スクールの一体

的推進に向けて」を重点事項といたしました。          

これまで、長年、実施してきた地域学校協働活動に加え、6年度は、 

学校運営協議会を設置するコミュニティ・スクールの導入に向けた

準備を進めていきます。                       

6 年度も、引き続き、総合教育会議の機会や庁内組織の横断的な取組

を通して「日の出町教育大綱」の具現化を力強く推進してまいります。                    

不登校児童・生徒への支援については、学校と教育委員会の緊密な

連携のもと、継続的な不登校状態になることを未然に防止する一次

支援、不登校の初期段階にある児童・生徒の校内での居場所づくり等

の二次支援、継続的な不登校状態になった児童・生徒へ教育相談、自

立支援等の三次支援を一体的に推進し、段階的登校支援の充実を図

ってまいります。 

安心・安全、快適で豊かな学校整備・環境の整備を行うため、町内

全校のGIGA端末の安定したネットワーク環境を整えるためアクセス
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ポイントを増設します。また、町内全校へのエアコン設置工事を引き

続き行うほか、日の出町学校施設長寿命化計画に基づき、大久野中学

校の施設整備改修に係る工事設計を行ってまいります。 

学校給食につきましては、成長期にある子供たちに安全・安心なお

いしい給食の提供に努めますとともに、食材の物価高騰の現状を踏

まえ保護者の負担増が生じないよう有効な補助金活用と支援の充実

を図ってまいります。 

また、新学校給食センター建設については、あきる野市との「あき

る野市・日の出町新学校給食センター共同整備・運営方針（実施計

画）」に基づく、基本設計及び実施設計に伴うあきる野市への負担金

を 5 年度に引き続き予算計上いたしました。新学校給食センター稼

働までの間は、衛生管理を徹底し、必要な施設及び設備の維持管理を

適切に行い、安定した給食提供に努めてまいります。 

(生涯学習、スポーツ振興、地域伝統文化・遺産の保護継承活用等) 

社会情勢の変化とともに多様化する時代において、生涯学習・文化

芸術活動を、時代に即した内容の充実を図り、図書館サービスの充実、

身近な図書館としての機能強化を検討するなど、新しい生涯学習社

会の形成と町民同士が繋がる生涯スポーツ活動の支援・拡充を図っ
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てまいります。 

町民が集い、生涯にわたって身近にスポーツを楽しむなど、地域コ

ミュニティの場である社会教育施設や社会体育施設等の施設整備に

ついても計画的に行い、適正な管理に努めてまいります。 

また、町の地域伝統文化である郷土芸能をはじめ、地域の財産の保

存・継承の支援に努めるとともに、町内外に広く発信してまいります。 

 

５ 総合文化体育センターの設置推進 

次に、第５の柱、総合文化体育センターの設置推進について申し

上げます。 

本件につきましては、平成 30年(2018 年)3 月に「(仮称)日の出

町総合文化体育センター基本計画」を策定しましたが、地域振興協

定の更新協議やコロナ禍により東京都・東京たま広域資源循環組合

との協議等が中断されておりました。今後、事業調整・協議等を再

開してまいりたいと考えております。 

 

６ 環境先進都市ふるさと日の出の推進 

次に、第６の柱、環境先進都市ふるさと日の出の推進について申

し上げます。 
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日の出町には、三多摩 25市 1町のための「谷戸沢処分場」、「二

ツ塚処分場」、二ツ塚処分場の付属施設である「エコセメント化施

設」の 3つのゴミの最終処分施設があります。 

現在まで、地元自治会・町・循環組合の連携協力のもと監視体制

を確立し、処分場の安全・安心な管理運営に努めてまいりました。 

設置から長い年月の間、関係者の方々が取り組んでこられた熱意

と努力に報いるためにも、「環境先進都市ふるさと日の出」を施策

の柱の一つとして、町民の生活しやすい、住みやすい環境づくりを

積極的に推進してまいります。 

(自然環境) 

低炭素社会の実現に向け、地球温暖化対策計画事務事業編の策定

を行いますほか、住宅用太陽光発電等の再生可能エネルギーの普及

やエネルギーの効果的な活用を推進するため、住宅用太陽光発電シ

ステム及び住宅用太陽熱利用機器設置に関する補助や、高断熱窓、

ドアへの改修、蓄電池、V2H（ビークルトゥホーム）への補助を継

続し、脱炭素化施策を推進してまいります。 

ひので野鳥の森自然公園を中心に、自然環境を保全しつつ緑地の

計画的な管理・整備を進めているほか、イベント等の開催、自然環
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境教育などでの利活用を推進してまいります。 

(リサイクル) 

循環型社会の構築をさらに推進し、ゴミの減量・資源化を図るた

め、分別の徹底やリサイクルの推進・啓発、家庭用生ごみ処理機や

コンポストの補助など３Ｒ推進に積極的に取り組んでまいります。 

 

＋
プラス

1
ワン

 みんなで進める協働のまちづくり 

最後に、みんなで進める協働のまちづくりについて申し上げます。 

町の最上位計画である第五次長期総合計画が 7年度に計画期間満

了を迎えることから、6年度から 7年度の 2年間をかけて次期計画

の策定に取り組みます。6年度につきましては、これからの町の

「かたち」をみんなで一緒に考える年とし、アンケートやワークシ

ョップなど、こどもから大人まで幅広くまちづくりに参画できる仕

組みをつくっていきます。 

このほか、少子化対策・移住定住促進対策としまして、子育て世

代が安心して外出できる環境の整備、「子育てしたくなるまち」の

ＰＲ事業を企画しています。具体的には、庁舎・保健センター及び

図書館に完全個室のベビーケアルームを設置し、また保健センター
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及び教育センターのトイレを全面改修し、男性用・女性用両方にベ

ビーベット・ベビーチェアを設置します。また、子育て世代向けガ

イドブックを作成し、町外の方も多く参加するイオンモール日の出

との連携事業での配布等を予定しています。 

 

令和 6 年度予算案について 

次に、令和 6年度の予算について申し上げます。 

（国の予算について） 

まず、国の予算案についてですが、 

国の令和 6年度一般会計予算は、税収が前年度比 0.2％増の 69 兆

6,080 億円と過去最高額を計上した一方、新規国債発行額は 0.5％

減の 35 兆 4,490 億円と 3年連続で減少、予算総額は 1.6％減の 112

兆 5,717 億円となりました。 

歳出では、年金、医療や生活扶助等のための社会保障関係費が前

年度比 2.3％増の 37 兆 7,193 億円、国債の償還や利払いに充てる国

債費は 7.0％増の 27 兆 90 億円、また、令和 6年 1月 1日に発生し

た能登半島地震による被災地の復旧・復興に切れ目なく対応できる

よう、予備費を 1兆円などとなっております。 
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（東京都の予算について） 

次に、東京都の令和 6年度一般会計予算案についてですが、 

令和 6年度予算を「変化する社会情勢の中、東京・日本の輝かし

い未来を切り拓くため、産業や経済、社会の構造転換に挑み、一人

ひとりが輝く明るい『未来の東京』を実現する予算と位置づけた予

算編成が行われました。 

都税は、企業収益の堅調な推移に伴う法人二税の増などにより、

前年度比 3.0％増の 6兆 3,865 億円、予算総額は、5.1％増の 8兆

4,530 億円となり過去最大となりました。このうち政策的経費であ

る一般歳出も、7.3％増の 6兆 3,702 億円となりました。 

また、市町村総合交付金については、町村会・市長会等の要望が

実り28億円増で、使途を限定しない「一般枠」を増額するとともに、

政策連携枠の対象項目を拡充するなど 620 億円が計上されました。 

 

（日の出町の予算について） 

次に、日の出町の予算案について申し上げます。 

（予算編成の基本方針） 

令和 6年度予算編成については、高度化・多様化する行政課題に

対し、限られた資源（ヒト・モノ・カネ）を効果的・効率的に活用
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するため「選択と集中」を方針に掲げ、以下を基本方針として定め

ております。 

第１に、第五次日の出町長期総合計画に掲げる「６つの施策の柱

＋(プラス)１(ワン)」を中心施策とし、日の出町行政改革（その

５）の取組項目及び事務事業評価の結果を踏まえ、目標達成に向け

た取り組みを着実に進めること。 

第２に、クーポンや現金による「給付」から誰もが暮らしやすい

町となるよう環境的な「支援」へと転換を図ることとした福祉単独

施策見直しの趣旨を踏まえ、「支援のかたち」を具現化し、取り組

むこと。 

第３に、限られた資源の効果的な活用に向け、本当にやらなけれ

ばならないことをやるために「なにをやらないか」決断し、持続可

能性を意識した運営を図ること。 

この３点を基本方針として、予算編成に取り組みました。 

（財政規模について） 

こうして編成いたしました令和 6年度の一般会計予算案の総額

は、前年度比 6.3％増の 98 億円となりました。 
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次に予算の内容につきましてご説明いたします。 

歳入では、根幹をなす町税が、町民税及び固定資産税の減により

前年度比 4.0％減の 26 億 7,842 万 4,000 円となり、地方交付税は町

税等の減による基準財政収入額の減少に伴い 7.4％の増、また、東

京都の市町村総合交付金は 3.4％の増を見込みましたが、東京たま

広域資源循環組合からの地域振興費については、協定に基づき 8億

円から 7億円に減少となりました。 

このような厳しい財政環境の中、財源確保に努めたところです

が、新規の投資的事業については、世代間の負担の公平化の観点

と、財源不足に対応するため町債を活用するともに、財政調整基金

を 93.2％増の 3億 4,200 万円の取り崩しを行わざるを得ないことと

なりました。 

歳出では、日の出町行政改革（その５）の取組項目及び事業評価

の結果を踏まえ、中心施策である「６つの施策の柱＋(プラス)１

(ワン)」の「目標とする姿」の実現に向け、各事業経費は政策的経

費として必要額を確保し、住民サービスの維持につとめたところで

ございます。 
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また、厳しい財政環境の中にあっても、「実効性が高く持続可能

な行政サービスの提供」に向け、今、求められていることを改めて

考え、今、取り組むべきものを選択し、資源を集中させることで 

「ひとにやさしく住みよいまちづくり」の実現として、予算編成を

行ったものであります。 

この一般会計に国民健康保険などの３つの特別会計の予算総額

は、139億 9,600 万円となり、前年度比5.1％の増額となりました。 

また参考までに、公営企業会計であります下水道事業会計を加え

た予算の総額は、152 億 1,700 万円となり、前年度比 3.7％の増額

となっております。 

なお、一般会計をはじめ各特別会計の予算の内容等につきまして

は、別冊の予算書並びに一般会計予算参考資料などの各種説明資料

をご覧いただきたいと存じます。 

以上申し上げました施政方針を具現化するため、本定例会初日

に、専決処分の承認 1件、条例の一部改正 12件、条例の廃止 1件、

令和 6年度当初予算案 5件、5年度補正予算案 5件、その他として

こども家庭センター整備及び保健センター改修工事請負契約外2件、



25 
 

合わせて 27件の議案を提出しておりますので、よろしくご審議く

ださいますようお願い申し上げます。 

 

結 び に 

以上、令和 6年度の町政を進めるにあたっての政策及び中心施

策、またそれを裏付ける予算等について申し上げました。 

職員一丸となって、効果的、効率的な行財政運営を目指し、過去

からの課題整理をいとわず、新たな各種施策には、町を創っていく

との熱意をもって取り組んでまいります。令和 6年度は、5年度で

取り戻した町の活気や人や地域のつながりが、さらに広がり深まっ

ていくよう、誰にも居場所があって、お互いを認め支え合う、「人

にやさしく住みよいまち」が実現するように、引き続き進めてまいり

ますので、皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

 

令和６年２月２９日 

日の出町長 田 村 みさ子 


